
人口減少 超高齢化

消費者の減少
生産年齢人口の減少

医療・介護の需要の増加
単身高齢者の増加

まちの活力低下 現役世代の負担増

経済成長率の低下
手取り所得の減少＝税収の減少

社会保障費の増加
社会基盤（病院等）のニーズ増

基礎的行政サービス
の低下

子育て世代が住みたいまちにすることが
”都市”の生き残りに重要！

人口減少、超高齢化の影響


